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研究成果の概要（和文）：法律条文を論理式で表せることは法律エキスパートシステムや条文の無矛盾性の検定
等に利用されてきたが、研究代表者はこれを学習支援システムに応用した。まず条文を論理回路で表し、論理回
路を組み立てて条文を学ぶシステムを構築し、次に条文を論理式化する作業を、法文独特の接続詞である「及
び」「並びに」「又は」「若しくは」などの違いを同定すること等で一部自動化した。そして実際の授業での実
践的利用を通して、学習者が条文の形態素を係り受け解析して条文を学ぶシステム、判例の視覚化など、応用的
システムの開発も行った。最後にこれらを総合的システムとしてまとめ、学習者の学習スタイルに適応した教育
を実施できるようにした。

研究成果の概要（英文）：The ability to express legal text in logical formulas has been utilized in 
legal expert systems to assess text consistency. This approach was applied to a learning support 
system, where the conversion of legal texts into logical formulas was partially automated by 
identifying unique uses of conjunctions in legal texts. Through practical application in classroom 
settings, new systems have emerged, including one for learning by analyzing the morphemes of legal 
texts and another for visualizing judicial precedents. Finally, these systems were integrated into a
 comprehensive platform that could adaptable to learners' individual learning styles.

研究分野：教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年知財の重要性が益々クローズアップされ、大学での知財教育の期待が大きいことを受け、法律条文が論理式
で書けることを利用した学習支援システム開発を行った。論理式が計算機上で法律の演習問題の解を導出できる
だけでなく、工学部学生が論理式や論理回路に親和性を持つことから、インタフェース自体に論理式や論理回路
を使ったことは、本研究の独創性である。また法律条文を形態素に分け、その係り受け構造を作りながら条文を
学ぶシステム等も作成し、学習者の学習スタイルと各システムの効果を明らかにするなど、本研究は今後の知財
教育の新しい展開に寄与するものであるとともに、工学系学生の法律教育に対して一石を投じるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 学術的背景 
わが国の高い技術水準は高度情報化社会の醸成に寄与し、世界でトップクラスの技術力を持
つ技術立国日本としての地位を堅固なものとしてきた。しかし、わが国は資源が少なく、知的財
産（以後、報告書のタイトル等を除き、知財と称す）の重要性は益々クローズアップされている。
2018 年、政府は新たな「知的財産戦略ビジョン」を公表し、また産業界からも技術者となる人
材には、大学在学中に知財に関する基礎的知識を身につけて欲しいと望まれている。しかし、技
術者を輩出する大学工学部では実験実習等が多いカリキュラム上、知財に関する講義はせいぜ
い 30時間（15コマ）を開講するのが精一杯である。しかし、研究代表者がこれまでに知財の講
義を担当してきた経験から、学生は知財に興味がないわけではなく、知財の講義終了後には、法
律全般に対しても興味が向上し、自ら学んで知財検定などに臨む学生もいることがわかってい
る。そのため、学習意欲のある学生に対して自学自習できる学習支援システムを提供することを
考えた。 
(2) 研究代表者の先行研究との関係 
研究代表者は自らが担当する講義を全てビデオ撮りし、講義に出られなかったとき、または復
習したいときなどのために、さまざまな機能をつけてｅラーニングシステムとして学生に提供
してきた。これ自体は好評であり、その講義を聞いていた学生が聞き逃したところなどを補助的
に聞くにはふさわしいが、あくまでも対面での講義をビデオ撮りしたものであるので、自習用に
使おうとすると冗長な側面がある。また、さまざまな機能の中には演習問題も含まれるが、正答
誤答のフィードバック（以下、FB）及びその解説程度であるから、やはり自習用にはふさわしく
ない。自習するためには、演習問題の解答であっても、その過程での誤りに気づくことが必要で
あると思われる。つまり、学習過程あるいは問題解決過程がわかるシステムであることが望まし
い。法律学習の学習支援システムは国内外で開発されてはいるが、学習過程や問題解決過程が明
らかにできるようなものは見当たらず、また演習問題の解答も多肢選択式か、短答式で用語を答
えるようなものがほとんどである。また工学部学生は、法学部学生とは異なり、法律の条文を読
むことに慣れていない。法律条文は縦書きで、用語も読み慣れないと難解であることから、条文
集を見ても内容が理解できないことが考えられる。そのため工学部学生のための学習支援シス
テムであることが必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 1．に述べた背景から、工学部学生が自習用に使用できる学習支援システムであることを目標
として、以下の特徴を持つ知的財産法の学習支援システムを開発することを本研究の目的とし
た。 
・ 学習者の知識を獲得する知識獲得過程と演習問題を解くときの問題解決過程を計算可能な
形で記述したモデルを持つこと 
・ 法律条文が論理式で記述できることを利用して、計算機上で計算可能にすること 
・ 知識獲得過程モデルと問題解決過程モデルに基づいた学習支援システムであること 
・ 工学部学生が親和性を持つインタフェースであること 
・ さらに学生の特性に応じて適応的な学習ができるシステムであること 
 
３．研究の方法 
本研究は、法律条文が論理式で表現できることを利用することが特徴である。1980年代から、
法律条文は命題論理や述語論理で書けることが示されており、論理式が計算機上で扱えるため、
法律エキスパートシステムや法律の無矛盾性の検定などに利用されてきた。しかし、これを学習
支援システムに利用するという研究は、研究代表者以外の研究は見当たらない。条文が論理式で
書けると、条文を組み合わせて解くという法律の演習問題の解を計算機自体が一意に求めるこ
とができ、それに対して学習者が解を入力すると、どの部分で間違いがあったのかを判断するこ
とができる。つまり、知財法の問題演習において、論理式で問題解決過程モデルが定義できる。
このことを利用して、本研究は以下のような方法で進めた。 
・ 特許法の条文を例として、法律条文を単語レベルに分解する（形態素） 
・ 形態素を論理素子として、条文の論理構造を考える 
・ 問題演習において、問題解決を行うにあたって内部構造として論理式を使うだけでなく、工
学部学生は論理式や論理回路に親和性が高く、論理式や論理回路を使った方が条文を理解し
やすい可能性が認められたので、インタフェースを論理式、論理回路化して学習者自らが論
理回路を組み立てて条文を作るものとする 
・ 作成された論理回路が正しいかどうか、すなわち条文が正しいかどうか、計算機が判断し、
学習者にフィードバックできるようにする 
・ 学習者の知識がどの程度増えたかを検討する 
・ 学習者の主観的評価を検討する 
 



４．研究成果 
(1) 論理回路を組み立てて特許法の条文を学習する学習支援システム 
 従来から運用している教室講義をビデオで撮影したものは、これまでどおり見られるように
し（図 1）、法律条文を論理式で学習する部分は授業の復習、応用として学ぶ「学習システム」と
した[1][2]。学習システムには、論理素子を組み立てて条文を論理回路として学習する「条文（学

習）システム」（図 2）と演
習問題を解いて知識の定着
をはかる「（問題）演習シス
テム」（図 3）がある。 
 
(2) 論理式の自動生成 
 図 2のような条文学習の
ための論理式・論理回路は、
当初全て手作業で作成して
いたが、特許法だけでも条
文は 200条以上あり、条文
が前段、中段、後段に分か
れていたり、項や号が数多
くあったりもするので、実際に全てを手作業で書き起こすこと
は現実的ではない。そこで、法律条文の「要件効果構造」に着
目して、要件部分、効果部分のように要素を取り出し、論理式
に変換し、また法文独特の接続詞である「及び」「並びに」「又
は」「若しくは」などの違いに着目して、その部分の変換を行
うなどして、条文から論理式への変換を一部自動化した[3]。 
 
(3) 学習スタイルと学習支援システムの関係 
 またこの論理回路組立型システムを使って学習した学習者
のログと学習スタイルを分析したところ、論理回路組立型学
習システムは、フェルダーの学習スタイル [4][5]でいう
「Visual-Verbal」軸で Visual傾向の強い学習者に好まれる傾向にあった。フェルダーの学習スタ
イルとは、44問の質問紙に 2択の回答選択肢で回答し、4軸を 2つのカテゴリに分け、各軸のい
ずれの特徴を持つかを検討するものである（図 4）。そこで当初の研究計画にはなかったが、学
習者の学習スタイルについて詳細に検討し、新たな課題として、学習スタイルモデルに適応した
学習支援システムの開発を目指している。特に学習スタイルモデルを多次元化することを試み
ており、現在、4次元のモデルを検討中である。また、本研究での目的であった論理回路を組み
立てて知財法の条文を学ぶ学習支援システムは Visual な傾向の学習者に好まれたことから[2]、
Verbal な傾向の学習者に好まれる学習支援システムを検討したところ、条文を形態素に分解し、
係り受け構造を作成しながら、条文を学習するシステムが効果的であることがわかった（図 5）
[6]。 
 
(4) 2次元、3次元学習スタイルモデル 
 図 4 に示したフェルダーの学習スタイルモデルの 4 軸のうち、カテゴリの違いで学習支援シ
ステムの評価に差が大きかったのは、「Visual－Verbal」と「Active-Reflective」であった。そこで

図 1 講義ビデオシステム[1][2] 

図 2 条文（学習）システム[1][2] 

図 3 （問題）演習システム[1][2] 

条文（学習）シス
テムと（問題）演
習システムにア
クセスできる． 

トップページは，
注意事項，お知ら
せ，システムの使
い方等が記載さ
れている． 

「回数タブ」は 1
週ごとに追加さ
れていくように
した．最終的に 14
回分が表示され，
15週目（期末テス
ト）開始まで自由
に見ることがで
きる． 

「小テストを開
始」ボタンを押す
と，小テストを受
験することがで
きる．締切を過ぎ
ると解答できな
くなる． 

カメラで撮影．
横長の黒板を全
面的に撮してい
るが，黒板の字
が見えにくいよ
うな箇所にはテ
ロップで，説明
を入れている． 

開始時に，何分
にどのようなこ
とを説明するか
を表示． 



より詳細に学習スタイルの違いで学習支援システムの評価が違うかどうかを検討するために、
「Visual－Verbal」と「Active-Reflective」の軸を x軸と y軸にとり、2次元座標面の各象限（図 6）
に対応する学習者がどのような学習支援システムを最も好むかを分析することにより、学習者
に適応した学習支援システムを提供できると考えられた。 

 

 
さらに様々な学校生活行動に関する好き嫌い
が、学習支援システムの好みと関係があるこ
とがわかった。この様々な学校生活行動に関しては、主成分分析の結果、頭を使って行う活動と
身体を使って行う行動という主成分が抽出された。そのため、図 6にこの評価軸を加えると 3次
元のスタイルモデルとなる（図 7）。 

 
 
 
 
(5) アドバンスドな内容のコンテンツ 
 その他、判例学習は法律の条文を具体的に理解する上で重要でるとされている。しかしながら、
工学部学生にとって、長い文章が続く判例を読むことは容易ではない。そこで、判例をわかりや
すくするために、フィッシュボーン図を使って、特許法関連訴訟の判例を可視化する方法を提案
した[10][11]。 
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図 5 係り受け構造を作成しながら条文を学習
するシステム[6] 

間違いの箇所は赤くなる． 

図 4 フェルダーの学習スタイル[4] 

図 6 2次元学習スタイルモデル[7][8] 

図 7 3次元学習スタイルモデル[9] 
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